


























































しかし､この ｢過程｡産出モデル｣の研究には ｢三つのC｣､つまり､｢内容 (content)｣













































































































































































































































白板②張さん ② 許さん ② 朴さん ◎馬さん




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【030218 ス トー リー についての話し合い】
この言葉は涼子さんがなぜ教室で ｢教師と学習者との関係性の構築｣に力を入れている
かを語ってくれている｡彼女は教室の中での言語習得プロセスが "関係性"と切り離せな
いことを自分の日本語教師としての教育ビリー フとしてもっているからである｡それは､
学習者の ｢伝えたい !｣気持ち､学習者にとって､日本語を使うことの意味が大事にされ
ている｡それができる場を涼子さんは作ってきたのである｡
"学び"というものの本質はそもそも一人一人の主体における意味形成である｡授業と
いうものはそもそも単に学習内容の情報をやり取りしている以上に､教師と学習者が互い
に触れ合い､交わり､影響しあうコミュニケーション過程である.一片の知識も､一個の
技術も､人間関係を媒介にすることなく学ぶことはできないことである(藤岡､2000)0
涼子さんはまさに自分の実践の中で､このような "学び"と "教育"の必要性を感じ､
日々､自分の実践の中でこれを実現しようと努めているのではないだろうか｡日本語教育
の教師にしても､一般の教師にしても､専門性を問うところは結局同じなのではないかと
思う｡
かといって､涼子さんは自分の実践を満足できるものだとは思っていない.一番最後の
授業の日に涼子さんは次のように自分の実践を内省していた｡
まあ､私は､つめがあまい～んで､日本語を教えるとき､こう､が～と投げるいうか､
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その人のレベルを引き上げる､きっちりすることに関しては､つめはやっぱりまだまだ甘
くて､なんというか､その技術をおろそかにしてはいけないと思うのよ､そういう努力を
私はもっとしないといけないと思う､その理論的に説明できる力であるとか､例文をもっ
と～､習得しておくとか､Hさん(涼子さんの同僚)みたいに､はねるところははねるとか､
だめなところはだめ､ぺけをつけられる人とかね～､ああいうふうに､こう､きちっと､
きちっと教えられる人?私でも､ならなくてほならないと思うけれど｡
【030109 話し合い】
常に自分の実践を厳しく見ている涼子さんはこれからの実践の中できっとまた新たなジ
レンマに出会うに違いない｡学習者を中心に置き､ジレンマの中で自分の実践を内省し､
自分の持っている長所を発揮し､自分の足りないところを改善していくことこそ､教師の
専門的な成長ではないだろうか｡
【注】
1)｢ストー リー ｣と｢ナラテイブ｣の用語の区別に関して､本研究はほぼ同義的に使うが､｢ナ
ラテイブ｣の持っている統括的な性質から考えて､｢ストー リー ｣を｢ナラテイブ｣を構成す
る一要素として見なす.例えば､私の研究協力者と私の教室でのストー リー ､教室外でのス
トー リー を統合し､意味化するのがナラテイブである｡
2) "食べ放題グループ"以夕日こ､梁さんと常さんもグループになっているが､名前はない｡他
の三人はそれぞれ個人行動で情報を収集する｡
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